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研究成果の概要 

生活用品から工業用品，医療用品に至る幅広い分野で，耐滑性が必要とされる箇所にはゴムに代表され

るソフトマテリアルが広く使用されている．特にタイヤトレッドや靴底では，制動性や耐滑性が製品の

要求性能のひとつであるため，ゴムの摩擦特性は，産業・学術面の双方において長年研究開発が続けら

れている．アスファルトなど粗い路面上でのゴムの摩擦では，路面上の突起部と接触・摩擦する際に，

ゴムはマイクロオーダーでの圧縮と回復を繰り返す．ゴムは粘弾性体であるため，圧縮・回復過程では

応力差が存在し，その差分が摩擦力となる．ゴムの摩擦制御技術を確立する上では，ひずみ分布を考慮

した材料設計が効果的であると考えられるが，現状摩擦に伴いゴム内部に発生するひずみ分布の実験

的測定はまだ確立されていない．本研究実施期間では，摩擦に伴いゴム内部に発生するひずみを測定す

る手法の確立を目的に，垂直断面に鉄粉末を散布したゴム試験片を作製し，摩擦時における鉄粉末層を

放射光施設 SPring-8 にて観察し，デジタル画像相関法により観察像からひずみの測定を試みた．具体

的には，シート状ゴム試験片に樹脂球を接触させ，すべりを与えた際のひずみ測定を実施した．結果，

接触部中心の直下を通過するゴム内部では，垂直面内に非対称な弧を描く変形が生じた．一方，接触部

の輪郭付近を通過するゴム内部では，３次元空間の中で非対称な弧を描く変形が発生した．つまり，接

触部からの空間的位置に応じて変形挙動は大きく変化することが明らかとなり，摩擦を制御するため

には，部位ごとに求められる材料特性が異なる可能性が示唆された． 
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